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1. はじめに

山形県は，2012年度から2015年度までの4年間にわたって，「RDB(レッドデータブック)やまがた動物編」
の改訂のため「山形県希少野生動物調査会」に委託して現地調査を実施した．筆者の一人，草刈はこの調査会
の委員として環境省，文化庁等の許可のもとで飯豊山地での調査を行った．またその初版である「RDBやまが
た動物編」(2003年刊)についても草刈は同様の許可を受け調査を行っており，それらのデータも今回の報告に
含まれている．

福島県は，2013年度から2016年度までの4年間にわたって，「ふくしまレッドリスト見直し調査」を実施し
た．この調査では，環境省，文化庁等の許可のもとで，動植物の採取が禁止されている地域を含む県土全域
（原発事故による立入制限の対象地域を除く）を対象として動植物相の調査が行われた．芳賀はこの調査に昆
虫分科会の調査員として参加し，2014年と2015年の夏季に，高山帯を中心とした飯豊山地で調査を行った．ま
た草刈も同分科会の調査員として，前記の山形県域とともに福島県域での調査を行い，斎藤は草刈の調査に協
力するため３回にわたり飯豊山地での調査を行った．

本稿では，筆者らが両県のレッドリスト調査の期間を中心として飯豊山地で採集または観察した甲虫のうち
属までの同定にとどまる種を含めて42科339種を記録する．その中には，草刈が理事長を務めている「NPO法
人飯豊朝日を愛する会」の諸活動(山小屋や登山道の整備)に伴って得られた観察データが含まれる．採集を伴
わないデータは，原則として写真とともに記録した．本報告では，既往の知見と今回新たに得られたデータに
基づいて，飯豊山地の甲虫相の特徴について考察する．

2. 調査地域の自然環境

2.1 概況

1) 地理的位置
飯豊山は，新潟・山形・福島の3県が接する北緯37度50分・東経139度40分付近に位置する，東西約36km，

南北約40kmの範囲にまたがる山塊である(図1，図2a)．主稜線には大日岳(2128m，図2b,c)を最高峰とする標高
1800m超の峰が約15kmにわたって連続し，東北地方で最も高い山岳地の一つとなっている．

自然の地形上は三国岳(1644m)が3県の分水点であるが，参詣道が旧一の木村の土地であるという歴史的な経
緯から，三国岳から飯豊本山(2105m，図2a)，御西岳(2013m)を経て御西小屋までの約8kmの主稜線上の土地
が福島県土となっており，虫垂のような形状をなして新潟・山形両県の間に割り込んでいる．

2) 気象（特に多雪現象について）
飯豊山地の気象の最大の特徴は，冬期の季節風がもたらす雪の多さと強風によるその移動である．
2021年4月26-28日に温身平(ぬくみだいら)から石転び沢を経て，梅花皮(かいらぎ)小屋，御西(おにし)小屋まで行っ

た時の状況を図4に示した．標高400mほどの温身平ではブナの展葉が始まっているがまだ地面は残雪に覆われ
ている(4a)．2bは850m付近の出合からみた石転び沢(左)と門内沢で，4月26日，上部は雪を伴った強風であっ
た．4cの梅花皮小屋は1850mにあるが奥の2000mを超える梅花皮岳とともに新潟県側の加治川(図右側)から吹
き上げる強風で雪が吹き払われて，植物やそれらに依存する昆虫は，地表の凍結融解という厳しい環境にさら
される．4dは烏帽子岳付近から南東方面を見たもので，右側の風衝斜面は地表が露出しているが，二重稜線状
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図1 飯豊山地における甲虫相の調査地点一覧図

（国土地理院1/200,000地形図「新潟」に加筆．文献記録地点の一部を含む）

調査地点一覧（数字は図1におけるプロット番号）

1～18：山形県 19～32：福島県 33～40：新潟県

地形では図中央のように風衝斜面でも大量の積雪を留め，多様な植生を生み出す要因となっている．なお4dの
奥は左が飯豊本山，右が最高峰の大日岳で，北西に45度ほど傾斜している飯豊山地の山列は，この大日岳～飯
豊本山の山列にほぼ直交しているのがわかる．その交点となる御西小屋(1985m，4e)は梅花皮小屋と対照的に
豪雪地帯で，ここから御西岳(2013m)付近までは飯豊山地で唯一，主稜線の両側に雪窪ができるほどの積雪と

1. 地神山 11. 門内沢 21. 弘法清水 31. 御沢
2. 地神北峰 12. 梅花皮沢 22. 飯豊本山 32. 川入
3. 丸森尾根 13. 温身平 23. 御前坂 33. 朳差岳
4. 湯ノ沢 14. 烏帽子岳 24. 草履塚 34. 二ツ峰
5. 門内岳 15. くさいぐら尾根 25. 切合小屋 35. 滝沢峰
6. 梶川尾根 16. 大嵓尾根 26. 種蒔山 36. おういんの尾根
7. 北股岳 17. 地蔵岳 27. 三国岳 37. 湯の平温泉
8. 梅花皮岳 18. 大日杉 28. 地蔵山 38. 大日岳
9. 梅花皮小屋 19. 御西岳 29. 横峰小屋跡 39. 文平の池
10. 石転び沢 20. 草月平 30. 長坂 40. 御西小屋
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なり，雪田草原が発達する．これは飯豊川(加治川上流)からの真西の季節風（飯豊川以外の水系を伝う季節風
は，いったん南下したのち南西方向から主稜線に吹き上げる）と，山形県側からの玉川水系沿いの季節風が主
稜線の傾きと直交する唯一の沢である駒形沢(桧山沢支流)が，相殺しあって局地的に多量の雪をもたらしてい
ることが原因である．この相殺しあう気流は夏でも霧を発生させ，御西小屋付近は飯豊稜線の中でもっとも日
照時間の少ない場所の一つである．気温については御西小屋と梅花皮小屋の直射日光の当たらない外壁で夏期
に温度計を設置しており図3に2022年の測定結果を示した．７月半ばに30℃を超える日が複数出るなど，高山
帯での温暖化傾向が注視される．それが顕著に現れるのが石転び沢の雪渓で，越年しない割合が過去には10年
に一度ほどだったものが，近年は隔年程度に増加している．雪渓風(雪渓による冷却気流)によって，谷底域へ
の高山植物や高山性昆虫類の遺存や進出が可能になっているが，今後分布下限の上昇が危惧される．

a : 飯豊本山

b : 飯豊本山から大日岳

c : 御西小屋と大日岳

図2 代表的な山岳景観(草刈撮影)

図3 御西小屋，梅花皮小屋の2022年の外気温(井上邦彦作図)
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a：温身平(EL.400m)

b：出合(EL.850m)から石転び
沢(左)と門内沢(右)

c：梅花皮小屋(EL.1850m)から
梅花皮岳方面

d：烏帽子岳付近から南東方面

e：御西小屋(EL.1985m)

図４ 2021年4月26-28日の積雪状況(草刈撮影)

a：化石周氷河性平滑斜面
(御西岳北斜面)

b：階状土(梅花皮小屋付近)

c：雪窪地形(玄山道分岐南斜面)

d：平滑急斜面
(飯豊本山北東斜面)

e：アバランチシュート地形
(桧山沢支流赤岳沢流域)

図5 特徴的な地形・地質(草刈撮影)
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3) 地形・地質
飯豊山地は日本列島が大陸の一部だった時代の花崗岩類が基盤で，日本列島の一部が開き始めた後に類重さ

れた新第三系堆積岩や火山岩類が，山地隆起の過程で上部が浸食され花崗岩が露出した(長谷川,2004)．
地形の特徴は多雪のため高所部から低所部まで非対称稜線となり, 高所部では風衝側は現在では岩塊斜面が

ハイマツやチシマザサ群落に覆われた化石周氷河性平滑斜面(図5a)，階状土などの構造土(図5b)，風背側はカ
ール状地形，最大40mの積雪となるとされる雪窪地形(図5c)，グライド擦痕による花崗岩の平滑急斜面(図5d)，
厚さ50mに達する石転び沢などの越年性雪渓などの多様な地形を作り出している．また雪崩が頻発する中腹部
は急峻となり，雪崩に磨かれた樋状の露岩の斜面が多く(図5e)，登山コースとなっている丸森尾根や梶川尾根
の取りつき付近は，流紋岩地帯であり，アバランチシュート地形が特に発達している．ブナ林の発達する温身
平は，過去のモレーンなどの堆積物が巨大土石流となり倉手山にぶつかりできたといわれる．

4) 植生
植生はブナクラス域，亜高山帯，高山帯の３層から成る．ブナクラス域は基本的にはチシマザサ-ブナ群団で

あるが，かなり奥まで人里が入り二次林化している部分が多い．亜高山帯は日本海側の豪雪地域の例に漏れず
針葉樹林を欠き，ミヤマナラ群落等の低木林かチシマザサ群落となっている．高山帯は亜高山帯と共通する樹
種が多い低木群落が主体で，ハイマツが優占するのは標高1900m以上に限られる．高山帯の平坦地には雪田草
原や風衝草原が発達する．特に飯豊本
山と御西岳の鞍部ではその幅が数百m
に広がり，草月平と呼ばれている．

高山植物に着目すると，イイデリン
ドウが固有であるほか，北限種にオヤ
マノエンドウやハクサンコザクラ，オ
オサクラソウ，タカネツメクサがあり，
北アルプスとの共通性が指摘できる．
一方で朝日山地以北に分布するヒナザ
クラ，中部地方や月山などに分布する
ミヤマシオガマ，中部地方や朝日山地
にも分布するリンネソウなどを欠く．
飯豊山地に少ないながら生育するハク
センナズナは，他に月山，鬼怒沼，中
央アルプス，南アルプスに分布するだ
けである．

分子系統地理学的な解析からは日本
に分布する高山植物の多くに，北海道
から東北にかけての北方系統と，本州
中部に分布が限られる本州中部系統の
２大系統が存在すること，後者は最終 図6-1 代表的な植生・その1(芳賀撮影)
氷期より古い氷期に日本列島に侵入し a：御西岳付近のヌマガヤ草原（2.VIII.2014）
てきたらしいこと，２つの系統の境界 b：草月平付近の大雪田（21.VII.2015）
線は，種によってばらつくものの東北 c：飯豊本山小屋付近のハイマツ林と裸地（2.VIII.2014）
南部の月山や飯豊山周辺であることが d : 草履塚-飯豊本山鞍部付近のハイマツ林～風衝草原
多いということ，などがわかっている （2.VIII.2014）
(藤井ほか,2009)．図6-1および図6-2に
代表的な植生を示した．
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2.2 調査地点の環境

調査地点の位置を図1に示す．地点名
に続けて[ ]で示した番号は，国土数値
情報の3次メッシュ番号である．
[新潟・山形県域]
1）朳差(えぶりさし)岳～大石山～地神北峰

EL.1636m～1562m～1790m. [5639-
65-90 ; 5639-74-09, 18, 28]

西俣ノ峰との境より北の主稜線は，風
下の北東斜面も新潟県に入る．南西の風
衝斜面は化石周氷河地形のためなだらか
でハイマツやチシマザクラ，ミネカエデ
などの矮性低木や風衝草原が，また北東
の風背斜面には雪解け傾度に応じ雪田草
原が発達し非対称稜線となる．これらの
いわゆる北飯豊では見事なハクサンイチ
ゲ群落がみられるものの，標高が低いた
めに高山植生の発達が限定される．筆者
らは丸森尾根である程度の調査を行って
いるが，主稜線では限定的である．
2）地神山～北股岳～梅花皮岳 EL.1850 図6-2 代表的な植生・その2(芳賀撮影)

m～2025m～2000m. [5639-65-41,42, e : 草履塚－飯豊本山鞍部付近の高山低木群落（2.VIII.2014)
51, 60, 61, 70, 80, 90] f ：種蒔山付近のチシマザサ群落（1.VIII.2014）
主稜線にとりつくための丸森尾根，梶 g：三国岳東稜線の露岩地（1.VIII.2014）

川尾根や石転び沢（梅花皮沢）ルート(い h：御沢野営場隣のブナ自然林（31.VII.2014）
ずれも山形県側）を含め,調査頻度の高い
地域であり，構造土などの高山地形や高山植生が発達している．石転び沢や門内沢には雪渓が発達し，しばし
ば越年する．新潟県側から門内岳に直登する胎内尾根登山道がかつてあり，イイデナガチビゴミムシも記録さ
れたが現在は廃道になっている．また北股岳に直登するおういん尾根も，アバランチシュート地形が発達し低
標高から偽高山性の植生がみられるが，近年通行止めが続いている．
3）烏帽子岳～天狗岳～大日岳 EL.2018m～1979m～2128m. [5639-65-03, 04, 14, 24, 23, 32, 33, 42 ;

5639-55-93]
烏帽子岳から御西小屋まではやはり南西斜面が新潟県側，北東斜面が山形県側で，非対称稜線となっている．

山形県側の桧山沢上流のいくつかの支流は，石転び沢に比肩し得る越年性の雪渓が豊富であり高山性昆虫の低
標高分布が予想されるが，危険を伴い調査は困難である．この区間には二重稜線地形と，御手洗ノ池，天狗ノ
庭，文平ノ池など線状凹地上の池沼がみられる．大日岳は飯豊山地の最高峰であるが，南に位置し高山荒原や
高山植生の発達が弱く，御西小屋との鞍部では旺盛なチシマザサ群落に覆われている場所が多い．なお飯豊本
山に直登する山形県側の大嵓尾根(だいぐらおね)は，東側が切り立った岩陵である宝珠山(1829ｍ)など多様な環境
がみられる調査ルートである．

[福島県域]
1) 御西小屋～御西岳 EL.1980～2013m. [5639-65-14, 15]

2)に述べる草月平とともに「高山ハイデ及び風衝草原」または「雪田草原」となっているが，比較的乾燥し
た微高地でも木本はアオノツガザクラ，ミヤマホツツジ，チングルマなどの超低木に限られ，一面にヌマガヤ
草原またはチシマザサに被覆され，中性のお花畑は少ない(図6a)．微低地には小規模な池塘が点在する．
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2) 草月平～飯豊本山～草履塚頂上 EL.1950～2105～1908m. [5639-65-07, 15, 16, 17, 26, 27]
草月平は微低地で,「高山ハイデ及び風衝草原」または「雪田草原」となっているが，御西岳付近に比べて植

物の種数が多く低木が混在し，飯豊山地屈指のお花畑である．雪田は非常に大きく，7月中旬頃で長辺が500m
近くあるものが複数並ぶ(図6b)．飯豊本山～草履塚頂上は比較的乾燥した尾根で，ハイマツが優占する「高山
低木群落」(図6c , 6e)と，「高山ハイデ及び風衝草原」(図6d)が半々程度に混在する．飯豊本山南面の御前坂と
呼ばれる岩塊地にはセリ科等の花が特に多く，飯豊山地ではここだけにタカネツメクサの群落が見られる．
3) 草履塚南面～切合(きりあわせ)小屋～種蒔山 EL.1880～1750～1791m. [5639-65-07, 08; 5639-55-98]

稜線沿いの微高地は主として低木地，斜面の微低地は主として雪田草原となっている．低木中のハイマツは
草履塚南面でも少なく，切合小屋より下方ではほとんどなくなり，ミヤマナラ群落またはチシマザサ群落に移
行する(図6f)．切合小屋の周囲は緩斜面で一部が過去の山小屋の燃料調達や幕営の影響で裸地となっており，
セリ科等の花が多い．
4) 種蒔山～三国岳～地蔵山肩～横峰小屋跡 EL.1791～1644～1420～1320m. [5639-55-79, 89, 98, 99; 5639-

56-70, 71, 80]
種蒔山～地蔵山肩の区間は岩塊の多い痩せ尾根で(図6g)，局所的に風衝草原または雪田草原となっているが，

稜線まで身長より高い広葉樹またはササに覆われている部分が多い．地蔵山肩～横峰小屋跡の区間はミヤマナ
ラ群落の樹林となり，矮生化したブナが混在する．登山道が風衝草原または雪田草原に接する場所にシモツケ
類等の草本の花が散在する．
5) 横峰小屋跡～御沢野営場 EL.1320～560m. [5639-56-71, 61, 51]

長坂と呼ばれる急勾配の登山道で，途中に下十五里，中十五里，上十五里と呼ばれる３箇所の休憩広場があ
る．植生は基本的にブナ自然林であるが，神域としての暗さを演出するため古い時代から歩道両側にスギを植
林して大木に育てている．尾根道のため林床はやや乾燥している．
6) 御沢野営場～川入 EL.560～480m. [5639-56-42, 43, 51, 52]

阿賀野川の右支川である一ノ戸川の源流部で，御沢野営場が自動車が進入できる最奥の地点である．野営場
の約200m下流にいおり沢と呼ばれる右支川が入っており，その左岸はブナ等の自然林(図6h)またはその伐開地，
右岸はスギ植林または大木を含むサワグルミ渓畔林である．川入の集落に近い区間は広葉樹二次林，スギ植林，
畑等になっている．車道沿いにはノリウツギや草本の花が散在する．

3. 飯豊山地の甲虫相に関する研究の略史

文献として公表されている飯豊山地の昆虫相調査報告のうち，甲虫に関連するものとしては報告年順に以下
のものがある．

1) 板垣(1954)：1951年に温身平周辺(山形県)で採集された甲虫26種を記録した．調査範囲は全てブナ帯で，
飯豊山地の高山帯は含まれていない．

2) 板垣(1956)：1955年8月2-4日に大日杉(山形県)から地蔵岳・切合小屋を経て飯豊本山までの経路上で採集
された甲虫30種を記録した．ミヤマハンミョウが地蔵岳以上の標高帯で確認されたこと，草履塚でトホ
シハナカミキリを採集したこと等を述べている．

3) 馬場・岸井(1957)：1956年に新潟県本土で採集されたコメツキムシ64種を記録した．その中に「飯豊
山」で採集された10種が含まれる．その10種のうちおういんの尾根(標高約1800m)で採集されたミヤマヒ
サゴコメツキを，Hypolithus motschulskyi babai イイデミヤマヒサゴコメツキとして記載した．

4) Habu & Baba(1957)：Bembidion echigonum エチゴアオミズギワゴミムシを記載した．副模式標本に，1956
年に湯の平温泉(新潟県)で採集された1♀が含まれる．

5) Habu & Baba(1958a)：Pterostichus oblongopunctatus honshuensis ホシナガゴミムシを記載した(現在は独立種
P. honshuensis とされている)．完模式標本と別模式標本は門内岳(新潟県，EL.1800m)，副模式標本の一部
は門内岳，二ツ峰(新潟県，EL.1600m)，滝沢峰(新潟県，EL.1400m)，北股岳(新潟県，EL.1900-2000m)，
「Nakaminenokoya, Mt. Iide, Niigata Pref.」(おういんの尾根のほぼ中間にある中峰雨量観測所の付近？)で
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採集された．いずれも1956-57年の採集品である．
6) Habu & Baba(1958b)：Pterostichus hirobane ヒロバネナガゴミムシを記載した．副模式標本の一部は池平峰

(新潟県，EL.1100m)，滝沢峰(新潟県，EL.1400m)，門内岳(新潟県，EL.1500-1600m)で採集された．い
ずれも1957年の採集品である．

7) Habu & Baba(1960)：Patrobus shirahatai イイデヌレチゴミムシを記載した．完模式標本は北股岳(EL.1900
m)，別模式標本は門内岳(新潟県，EL.1800m)，副模式標本は北股岳と門内岳の他に不動滝展望場，二ツ
峰(EL.1600m)，滝沢峰(EL.1400m)，石転び沢(山形県)等で採集された．いずれも1956-57年の採集品で
ある．

8) Habu(1960)：Bembidion koikei コイケミズギワゴミムシを記載した．完模式標本は二ツ峰，別模式標本は門
内岳(新潟県，EL.1800m)，副模式標本は二ツ峰と門内岳の他に滝沢峰(EL.1400m)，北股岳(EL.2000m)，
「Nakaminenokoya, Mts. Iide, Niigata Pref.」等で採集された．いずれも1956-57年の採集品である．

9) 大平(1968)：1965年に門内岳で採集された標本に基づいて，Hypolithus motschulskyi monnaiensis モンナイ
ミヤマヒサゴコメツキを記載した．

10）板垣(1973) : 昆虫誌I. 山形県置賜地方の昆虫類 第1集を自刊した．温身平や小玉川，津川，大日杉など
で得た甲虫類も多数収録されている．なお前年には山形県置賜昆虫誌第1集 各論（1）という同様な冊子
を自刊している．

11) 白畑・黒沢(1970)：山形県総合学術調査会による飯豊連峰の総合学術調査の一環として，新潟県側の湯
の平等を含む飯豊山地で採集された甲虫45科（後述する神奈川県昆虫誌2018の体系では39科）312種を記
録した．その大部分は温身平等のブナ帯で採集されたものであるが，高山帯からもメススジゲンゴロウ，
トホシハナカミキリ等を記録した．

12) Takizawa & Nakane(1977)：1967年に「Mt. Iide-san (2000-2100m), Fukushima」で採集された Byrrhus
fasciatus daisetsuzanus ダイセツマルトゲムシを記録した．

13) Watanabe(1984)：Lathrobium susumui オバココバネナガハネカクシと Ocypus septentrionalis キタサビイロ
モンキハネカクシを記載した．前者の副模式標本の一部は1964年に温身平で採集された個体である．後
者の完模式標本は石転び沢，別模式標本は温身平，副模式標本は温身平と湯の平(新潟県)で，1964年と
1966年に採集された個体である．

14) Uéno(1986)：1960年および1964年に二ツ峰，烏帽子岳，石転び沢，御西岳等で採集された標本に基づい
て，Trechiama nivalis イイデナガチビゴミムシを記載した．本種は主として雪渓の上端または下端の沢底
や石下から採集され，採集地点の最低標高は石転び沢の900～1000mであった．

15）ファウナ ウキタム(1990-1999) 山谷・草刈，山谷・波多野，中根・山谷・草刈，永幡・草刈，永幡，野
村らによって米沢市立上杉博物館（現よねざわ昆虫館）収蔵昆虫目録がほぼ毎月発表され，甲虫目の各科
の中に温身平など山形県側飯豊山麓の記録が多数含まれている．

16) 山屋・須藤(1998)：新潟県が行う自然環境保全基礎調査の一環として，同県黒川村松の尾根から大石山
を経て駒形山までの新潟県内の飯豊山地で採集した甲虫18科（神奈川県昆虫誌2018の体系では16科）71
種を記録した．

17) 斎藤(2000)：初版「ふくしまレッドリスト」作成事業のための調査によって切合小屋付近で採集された
クロコバンゾウムシを記録した．

18) 福島県(2002)：2013～2016年度までの「見直し調査」の対象である初版「ふくしまレッドリスト」を書
籍化したものである．鞘翅目からは60種が選定されたが，「希少」種のランクに選定されたヒメクロオ
サムシ東北地方亜種とミヤマヒサゴコメツキの既知産地の一つが飯豊山地であることが記載されている．

19) Ito(2005)：1984年に温身平(山形県)で，1957年に黒川等(新潟県)で採集された標本に基づいて，
Trichotichnus iidesanus イイデツヤゴモクムシを記載した．

20) 環境省自然環境局・生物多様性センター(2006)：自然環境保全法に基づく環境省の業務である「自然環
境保全基礎調査」の一環として，福島県への委託によって飯豊山地の福島県域の生物多様性調査を行った
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(実質的な調査者は(株)地域環境計画)．調査区域は，三国岳頂上から御西小屋にかけての稜線から幅50～
100mで，川入登山口および弥平四郎登山口から三国岳までの登山道沿いも含まれる．甲虫については，
2005年夏季の現地調査と文献調査を合わせて，46科（神奈川県昆虫誌2018の体系では41科）392種を記
録した．

21) Morita(2008)：1959年に「Mts. Iide」(山形県)，1984年に温身平で採集された標本に基づいて，
Pterostichus noborui イイデクロナガゴミムシを記載した．

22) Watanabe(2009)：1964年に石転び沢と温身平で採集された標本に基づいて，Platydomene flavipes キアシ
ドウガネナガハネカクシと Platydomene iidesana イイデドウガネナガハネカクシを記載した．

23) 草野(2011)：「レッドデータブックふくしま」の作成および改訂のために福島県が実施した調査の一環
として，2000年8月と2010年8月に高山帯を含む福島県内の飯豊山地で採集した甲虫22科53種を記録した．
この報告は題名に「(I)」と注記され，著者は続報を計画していると述べているが，果たされていないよ
うである．

24) Kitano(2018)：2013～2016年度の「ふくしまレッドリスト見直し調査」の一環として弘法清水（飯豊本
山と草月平の間にある水場）で採集された標本に基づいて，Byrrhus (s. str.) kusakarii（マルトゲムシ科)を
記載した．Byrrhus 属の各種は，東北地方では非常に限られた場所のみから記録されている高山性の種で
ある．

上記の文献記録から，飯豊山地の甲虫相の調査調査状況を以下のように要約することができる．高山帯につ
いては，1950～60年代に少数の研究者によってある程度の調査が行われたが，1970年代以降は公的な環境調査
を除いて調査が行われなくなった．このことは，「昭和32年度に」(堀, 1993）飯豊山地の高山帯（福島県側で
は横峰小屋跡付近より高所のほぼ全域）が国立公園の特別保護地区に指定され，昆虫を含む動物の採取が禁止
されたことと整合している．山麓部の樹林帯については現在に至るまで多くの研究者・愛好家による調査が行
われており，特に温身平を中心とする山形県域については多くの知見が集積されている．しかし草野(2011)が
指摘したとおり，高山帯と樹林帯のいずれについても，2005年以前の研究に使用された標本はほとんどが新潟
県と山形県で採集されたものであり，飯豊山地の福島県域の甲虫相に関する情報は皆無に近い状態にとどまっ
ていた．飯豊山地の福島県域の甲虫相調査は，環境省自然環境局・生物多様性センター(2006)と草野(2011)に
よってようやく端緒に就いたといえる．

4. 調査の行程と方法

4.1 草刈による調査の行程

山形・福島両県のレッドリスト調査に係る国立公園特別保護地区内での昆虫の捕獲の許可は，以下のとおり
である．

山形県 : 平成25年8月12日 環東地国許第1308123号
平成26年7月8日 環東地国許第1407082号
平成27年3月18日 環東地国許第1503184号
平成28年3月25日 環東地国許第1603253号

福島県 : 平成25年7月29日 環東地国許第1307293号
平成26年7月11日 環東地国許第1407114号

RDB改訂関連の捕獲許可のうち，山形県と福島県を合わせた５年間について年ごとに調査コースを示した．
山形県のRDB初版のために許可された期間の調査や2017年以降の観察のための調査については省略する．2014
年以降の長期の山行は，梅花皮小屋や御西小屋の管理人を兼ねたもので，期間中に登山道の保全や刈り払いな
どの作業のため飯豊本山や大日岳などに行く機会が多かった．
2012年
６月25日：小国町天狗平～丸森尾根～丸森峰往復
６月27日：天狗平～湯の沢往復
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８月15-16日：小国町温身平～石転び沢～御西小屋～大日岳往復
８月29日：天狗平～梶川尾根～北股岳～丸森尾根～天狗平

2013年
６月29日：喜多方市川入～三国岳往復
８月12日：温身平～出合～門内沢（1200m地点）往復

2014年
８月18-23日：天狗平～梶川尾根～梅花皮小屋往復（８月14-15日は斎藤と共同調査を行った）
９月14-17日：天狗平～梶川尾根～梅花皮小屋～御西小屋往復
10月11-13日：天狗平～梶川尾根～梅花皮小屋往復

2015年
６月13-14日：温身平～石転び沢～梅花皮小屋～梶川尾根～天狗平
６月16-18日：飯豊町大日杉～御西小屋往復
７月４日：温身平～梅花皮沢～出合往復
７月５日：天狗平～梶川尾根～扇ノ地紙～丸森尾根～天狗平
７月21-26日：温身平～大嵓尾根～御西小屋～梶川尾根～天狗平
７月28-30日：温身平～大嵓尾根～御身平（刈り払い作業のためテント泊）
７月31日-８月２日：温身平～石転び沢～梅花皮小屋～御西小屋～梅花皮小屋～石転び沢～温身平
８月７日：温身平～石転び沢～御西小屋～大嵓尾根～温身平
８月16-21日：大日杉～御西小屋～大嵓尾根
９月12-14日：温身平～石転び沢～御西小屋～梶川尾根～天狗平
９月19-23日：温身平～石転び沢～御西小屋往復
９月27日：天狗平～梶川尾根上部往復
10月3-5日：温身平～石転び沢～梅花皮小屋～御西小屋～大嵓尾根～温身平

2016年
６月14-16日：喜多方市クワノ沢～横峰小屋跡～御西小屋～五段山～飯豊トンネル
７月19-27日：温身平～石転び沢～御西小屋～大日岳～大嵓尾根～温身平
７月28-29日：新発田市加治川ダム～湯ノ平～おういんの尾根中峰往復
７月30-31日：温身平～石転び沢～梅花皮小屋往復
８月4-5日：温身平～石転び沢～梅花皮小屋往復
８月9-18日：温身平～石転び沢～梅花皮小屋～御西小屋～大嵓尾根～温身平（8月12-15日は斎藤と共同調査

を行った）
８月21日：天狗平～梶川尾根～梅花皮小屋～石転び沢～温身平
９月10-26日：温身平～石転び沢～梅花皮小屋～御西小屋往復

なお，2017年以降も草刈は生態観察などの自主調査を行っているが，2019年8月5-7日には斎藤との共同調
査も行っている．

4.2 芳賀による調査の行程

今回の調査では，高山帯で可能な限り多くの種を確認することを最優先した．環境省の許可が必要で調査を
する機会が少ないという理由もあるが，高山帯では地球温暖化による動植物相の変化が強く現れることが予想
されるため，将来のレッドリスト見直し調査を念頭に置いて現時点の昆虫相を少しでも詳細に把握しておく必
要があると考えたためである．このため採集の努力量の大部分を亜高山帯と高山帯（横峰小屋跡より高標高
地）に振り向け，ブナ帯での採集は副次的とならざるを得なかった．
1) 第1回調査（2014年7月31日～8月4日）

7月31日：喜多方市川入～御沢野営場で任意採集，ピットフォールトラップ設置等．
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8月1日：川入から御沢野営場，横峰小屋跡，三国岳，種蒔山を経由して切合小屋までの区間で任意採集，ピ
ットフォールトラップ設置等．

8月2日：切合小屋から草履塚，飯豊本山，草月平，御西岳を経て御西小屋まで往復し，その区間で任意採集，
ピットフォールトラップ設置等．

8月3日：切合小屋から草履塚を経て飯豊本山まで往復し，その区間で任意採集，ピットフォールトラップ回
収等．

8月4日：切合小屋から8月1日の経路を逆行して川入に下山し，その区間で任意採集，ピットフォールトラッ
プ回収等．

調査期間の天候は終始晴天で，特に8月1日～4日は標高2000m超の稜線でも30℃を超えるような炎天となり，
切合小屋での明け方の気温が22℃もあった．日射は熱さだけではなく痛みを伴う感触で，下山した時には顔と
手の甲がそれまでに経験したこともないほど赤く焼け，ニホンザルのようになっていた．
2) 第2回調査（2015年7月18日～22日）

7月18日：喜多方市川入～御沢野営場で任意採集，ピットフォールトラップ設置等．
7月19日：川入から小白布沢，横峰小屋跡，三国岳，種蒔山を経由して切合小屋までの区間で任意採集．
7月20日：切合小屋から草履塚，飯豊本山を経て草月平まで往復し，その区間で任意採集，ピットフォール

トラップ設置等．
7月21日：前日と同じ経路を往復し，その区間で任意採集，ピットフォールトラップ回収等．
7月22日：切合小屋から三国岳，横峰小屋跡，御沢野営場を経由して川入に下山し，その区間で任意採集，

ピットフォールトラップ回収等．
7月18日から20日午前中までは断続的に雨が降り，19日夜から20日未明は激しい雨となった．20日13時過ぎ

から天候が回復し21日，22日は晴天となり，前年ほどではないが気温も上がった．前年より若干調査時期が早
かったため，雪田の規模がさらに大きく，飯豊本山南面から草月平までの約2kmを，土を踏まずに移動できる
ほどだった．

4.3調査の方法

原則として確認した全ての種を1個体以上採集し，標本を残した．ただし，目視だけで同定できる大型で外
見的特徴が顕著な種については，写真撮影のみを行い採集しなかった場合がある．採集方法は，目視確認によ
る任意採集，叩き網，樹木の花や草地の葉先のスイーピング，蛹粉アルコールピットフォールトラップ（以下
「PIT」と略す)，衝突板トラップ（以下「FIT」と略す)等で，特別な採集法は実行していない．なお福島県域
で採集した個体のうち将来のレッドリスト見直し調査における参考資料として重要と思われるものについては，
福島大学に寄贈した．

5. 調査の結果

別表に，筆者らが２県のレッドリスト調査期間に飯豊山地で採集または観察（撮影）した甲虫の目録を示す．
新潟県に含まれる地点で観察した種のデータも含めた．属までの同定にとどまる種を含めて，42科339種が確
認された．その大部分は山形県と福島県の低山地から亜高山帯にかけて広く分布する普通種であるが，森林性
の希少種や高山性種も含まれていた．

草刈による山形県域の調査は，山小屋と登山道の管理活動に合わせて行われたものが多かったので，その対
象地域は高山帯が中心となった．芳賀による福島県域の調査も，前記のとおり高山帯での調査を優先した．そ
の結果，採集された種が属する科は非常に偏り，一つの山塊の甲虫相の調査結果としては不十分なものとなっ
た．具体的には水生，樹木食性，菌食性等の種が大きく欠落し，１種も記録できなかった科が多かった．半面，
亜高山帯以上の非森林環境に生息する種はある程度まとまって採集され，ファウナの解明が進んだ．

芳賀による2014年の調査は甲虫の種数が多い時期を逸しており，特定少数の種の個体数は多いものの，採集
された種数は少なかった．2015年にはその反省から若干時期を早めた結果，ジョウカイボン科クビボソジョウ
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カイ族の諸種等，2014年に確認できなかった種をかなり採集できた．生個体の任意採集の他に，雪田に迷入し
て凍死した個体の回収により多くの甲虫が得られた．

6. 考察

ここでは甲虫以外の昆虫類全般も取り上げ，飯豊山地のファウナの特徴について考察する．
1) 固有種と地域変異，分布南限・北限種

飯豊山地では既往の研究により，多くの固有種，分布南限・北限種が発見されている．本稿で報告する２県
のレッドリスト調査によって，それらの種の大部分が採集または観察され，2012～2016年の段階で存続してい
ることが確認された（甲虫について確認された種の種名に下線を付した)．昆虫全般でみると，高山帯から亜高
山帯での固有種にイイデマルトゲムシ，イイデヌレチゴミムシ，コイケミズギワゴミムシがあり，高山帯から
ブナ帯まで生息する固有種にハダカカワゲラ属の一種(草刈，2018b)やイイデナガチビゴミムシ，イイデミヤ
マヒサゴコメツキ，ブナ帯の固有種にイイデクロナガゴミムシ，キアシドウガネナガハネカクシ，イイデドウ
ガネナガハネカクシ，北限種にミネトワダカワゲラ，南限種にハヤチネフキバッタ，ヒメクロオサムシ東北地
方亜種，朝日山地に生息し飯豊山地にいない高山帯の昆虫にカオジロトンボ，飯豊・朝日山地共通の固有亜種
にイイデハラミドリヒメギスが挙げられる．ベニヒカゲも朝日山地亜種の特徴の一つである後翅表の橙色紋の
強いくびれをもつ個体が飯豊山地でも現れることがわかってきた（草刈・長岡，2021)．アルプスクロヨトウ
とホッキョクモンヤガは本州では中部山岳地方と鳥海山～飯豊山の東北日本海側山地にのみ分布する（後者は
月山に分布せず北海道にも分布)．前者はかつて別種イイデクロヨトウとされたことがあり，後者も種内変異が
知られ，草月平で前翅が極端に黒化したホッキョクモンヤガの♀が確認された（草刈・長岡，2021)．日本で
は大雪山，早池峰山，焼石岳，鳥海山，飯豊山，至仏山，北アルプスのみから知られるホソエダツトガも，飯
豊山のものは大雪山のものと違いがあり再検討が必要である（草刈，2018a)．

これらの固有種，分布南限・北限種の個体数が過去に比べて増加しているか減少しているかについては，判
断するに耐える情報が得られなかった．しかしヒメクロオサムシ東北地方亜種についてはかなりの延べ調査日
数にもかかわらず４個体しか確認されず，現状の個体数が非常に少ないことが示唆された．コイケミズギワゴ
ミムシについては2014年と2015年の両年ともに非常に多くの個体が観察され，その生息状況は安定していると
推測された．なお，本種を含めてミズギワゴミムシ属の確認数は５種にのぼっている．

2) 針葉樹林帯の欠如の影響
飯豊山地は広義の越後山脈に属し，多雪環境のためアオモリトドマツ林の侵入が妨げられていて，亜高山帯

を欠く｢偽高山帯｣が卓越している．このことが，低地に生息する昆虫類の飛来の多い一因である．蝶ではヤマ
トスジグロシロチョウやモンキチョウ（両種とも季節性高山繁殖個体群)，大型ヒョウモンチョウ類（飯豊山地
ではトウゲブキやナンブタカネアザミなどのキク科の開花にあわせて主にメスが避暑に登山すると考えられる)，
ヤマキマダラヒカゲとヒメキマダラヒカゲ（高山帯に多いチシマザサ群落の垂直分布が部分的に降下しており，
低地のチマキザサ節の種と分布が重なり，食草が連続的なことで)などの蝶類の，稜線への渡来と繁殖を可能に
しているものと思われる．これらの現象は蛾類でも見られ，クロスキバホウジャクなどのホウジャク類やコキ
マエヤガ（草刈，2016)，ニセトビモンコハマキ，セジロナミシャク，キクキンウワバ（以上，草刈，2018a)，
キバネモンヒトリ（草刈・長岡，2021)などが稜線で見られる．

飯豊山地の東には栂峰や飯盛山を介して，標高や稜線の長さが飯豊山地と同規模の吾妻連峰が対峙している．
両者の環境の大きい相違点は，吾妻連峰には亜高山帯に大規模な針葉樹林が存在することである．昆虫相を比
較すると，飯豊山地だけに日本産カミキリムシ科で唯一の高山性のトホシハナカミキリが生息する一方で，亜
高山性針葉樹林に依存するハイイロハナカミキリは吾妻山だけに生息する．アオモリトドマツに依存している
と思われるブチヒゲハナカミキリは吾妻山に，そしてアオモリトドマツの分布を欠く飯豊山地には近似種イガ
ブチヒゲハナカミキリが生息している．後者は黒沢良彦博士により1960年代に大嵓尾根で得られ（白畑・黒沢,
1970)，三塚ら(2012, 2016)により丸森尾根で再確認された．本種は東北北部３県など全国10以上の府県でレ
ッドリストに指定されている希少種で，筆者らもこれまで出会うことができていない．幼虫はマツ科やヒノキ
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科などの生木の空洞などに寄生する(大林・新里, 2007)．マツ科のコメツガは飯豊山地では大嵓尾根や，桧山
沢を挟んで対岸のクサイグラ尾根だけに生育し，丸森尾根にはみられないので，キタゴヨウ（マツ科）かクロ
ベ（ヒノキ科）に依存している可能性が高い．

高山性のミヤマヒナバッタは飯豊山地のヌマガヤ草原に多産するが，吾妻連峰では極めて局地的となり，ハ
ヤチネフキバッタが吾妻連峰では分布を欠く．一方，クチキウマモドキやトウホクヒラタクチキウマは，吾妻
連峰のみから発見されている（飯豊山地の大嵓尾根などにはEL.1180m以上にコメツガが生育しているので，
クチキウマ類の生息の可能性も残されている)．また針葉樹林帯の有無以外の要因で吾妻連峰だけに産するもの
には，カオジロトンボ，アシボソネクイハムシ，オソレヤマミズギワゴミムシがあり，前２種は高層湿原の発
達，後種は火山の活動が生息を支えている．

飯豊山地稜線帯ではマルハナバチ類が６種確認されたが，そのうち主要なオオマルハナバチ，ヒメマルハナ
バチ，ナガマルハナバチの種構比は大雪山や知床山系に似ており，特に後者に酷似することが分かった(草刈,
2023)．また詳しい比較は行っていないが，吾妻山のマルハナバチ類の個体数は飯豊山地に比べ非常に少なく，
針葉樹林帯の有無や高山植物の種類や密度の違いを反映していると考えられる．

3) 高山帯における低地性種の出現
2)において昆虫全般でも触れたが，甲虫でも低地性のものが飯豊山地の高所でみられることがある．一般に

高山帯で観察される昆虫には低地から一時的に移動してきた種が混在するが，今回の調査で採集された種の中
には通常以上に多くの低地性の種が混在していた．クロカタビロオサムシ，ムネビロハネカクシ，オオスジコ
ガネ，クロハナムグリ，クリイロジョウカイ，ヒガシマルムネジョウカイ，ヒメキマワリ，ベニヒラタムシ，
コブヤハズカミキリ，ヒゲナガゴマフカミキリ，マダラゴマフカミキリ，ウリハムシモドキ，コナラシギゾウ
ムシ等がそれに該当し，アオカタビロオサムシもEL.2000mの御西小屋付近で得られている．これらの低地性
種が高山帯に生息しているのか低地から一時的に移動してきたのかは断定しかねるが，現時点ではどちらかと
いうと一時的な移動の可能性が高いと考える．その理由は，大径の木本の樹林に依存する種が複数含まれるこ
と，風によって運ばれたと推測される稜線の雪田に落下している昆虫の個体数が非常に多い(芳賀, 2021)こと
である．ただ後翅のないコブヤハズカミキリが御西小屋付近をはじめたびたび観察されており，ヒメオオクワ
ガタも♂♀ともに稜線で観察されている．これらの事例は，針葉樹林帯の位置に落葉低木類が進出している偽
高山特有の現象かもしれない．

ホソヒメクロオサムシの垂直分布域は比較的幅広いが，今回，御西小屋(EL.2000m)でも確認された．ここは
ヒメクロオサムシが確認された３地点（西から門内岳ギルダ原，飯豊本山付近，草履塚）のうち，飯豊本山付
近を除く2地点より100～150mほど標高で上回り，他の山域では確認されていない逆転現象が起きている．ヒ
メクロオサムシは風衝砂礫地や階状土などの環境でのみ生息が確認されているが，現在そのような環境は飯豊
山地では分断されており，ヒメクロオサムシの分布も不連続のようにみえる．さらにホソヒメクロオサムシと
の種間関係が稜線帯でどのように影響しているのか，注視していく必要がある．ヒメクロオサムシについては
5)で再考する．

今回飯豊山地では初めて記録されたコシロコブゾウムシに加え，ヒメシロコブゾウムシの生息も確認された．
前者も男鹿半島など低標高地にも生息し垂直分布が広いが，後者も米沢市街地のヒメウコギの生け垣でもみら
れるなど，低地に多い種である．飯豊山地ではどちらも，フキヒョウタンゾウムシ属のハイイロヒョウタンゾ
ウムシと同じ日に近い場所で得られているが，ヒメシロコブゾウムシは山形県側のEL.1530-2000mの範囲での
み得られている．コシロコブゾウムシとの混棲状況や食草の違いなどに注目して観察していく必要がある．な
お，飯豊山地のハイイロヒョウタンゾウムシは基亜種であるが，北麓にある著者の一人，草刈の自宅(小国町沼
沢，EL.340m)では，以前マルヒョウタンゾウムシとされていた亜種 obscurus(斎藤修司氏同定)が分布し，ナン
ブアザミや栽培種のゴボウを食している．

4) 豪雪による高山性種の低標高地への進出
飯豊山地では夏まで雪渓が残る幾筋もの沢が稜線直下まで迫り，石転び沢や赤岳沢など越年性の雪渓も見ら
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れる．このような環境を背景として，高山性の昆虫類が低標高地に生息する事例が飯豊山地の特徴となってい
る．イイデナガチビゴミムシは，今回の調査によって稜線地帯に広く分布することがわかり，梅花皮沢支流の
滝ノ沢のEL.750mでも得られている．筆者らの調査に，記載時(Uéno, 1986)に示された産地を加えて図7を作成
した．黄色のプロットは北西側の二峰山（この山を通る胎内尾根は現在廃道になっている)で，多数の個体が得
られている．北東斜面とした緑のプロットには稜線付近も含まれている．1970年代後半に高校生だった草刈は，
石転び沢でナガチビゴミムシを採集し，上野俊一博士に送ったが，記載予定の新種であるとの返事をいただい
た．このため図７の緑のプロットにはその記録も反映されているかもしれない（同じ頃お送りした吾妻山のナ
ガチビゴミムシは，新種記載時に山形県側初の記録として取り上げられた)．Uéno(1986)の本種や吾妻山のク
ロサワナガチビゴミムシの記載について，草刈ほか(1994)が，両者が極めて近い関係にあり，共通の祖先から
別れたものに違いなく，飯豊と吾妻山の間にある栂峰山系についての調査が必要なこと，などを和訳し紹介し
ている．たしかに飯豊山地～栂峰山系～吾妻山地はほぼ1000m以上で連続しており，飯豊山地での下限の750m
を上回る．しかし飯豊山地での垂直分布の降
下は越年性雪渓などの雪氷環境に依存してい
る．最高峰1595mで，偽高山帯の環境も希薄
な栂峰山系でのナガチビゴミムシ類の生息は，
現在の環境では期待できないと考えられる．

イイデミヤマヒサゴコメツキも梅花皮沢の
EL.800m地点で生息が確認された．これらは
いずれも雪渓のそばであり，真夏でも冷涼な
気温となるために生息が可能になったと考え
られる．なお，同亜種か未確定であるものの，
小国町沼沢の草刈の自宅前EL.370m地点でも
本種が得られている．また，梅花皮沢のEL.
800mで得られたベントンモリヒラタゴミムシ 図7 イイデナガチビゴミムシの分布標高

の近縁種も新種の可能性が高いことが判明し
た． 7月中は雪渓が残ることの多い当該地での少数の個体の発見は，より高所に生息域の中心がある可能性を
示唆している．ゴミムシではほかにコホソクビボソゴミムシに近似の２種が同所的に生息することがわかった
が，これらはEL.500m前後の中流域に生活圏をもつものと考えられる．

石転び沢水系では，最終氷期に梅花皮沢と梶川沢との出合い(EL.700m付近)まで氷河が存在したらしいこと
がわかっている（長谷川, 2004)．ゴミムシ類やミヤマヒサゴコメツキなどの地表性昆虫類は，当時の谷氷河に
沿って筋状にさらに低い場所まで降下していたと思われ，その後の縄文海進期などの気候変動で生息域前線を
谷筋沿いや尾根沿いに上下させながら，越年性雪渓は冷涼で湿潤な環境を好む群集のレフュージアだったと考
えられる．

5) 高山帯の最高所に追い詰められた高山性種
今回の調査では，福島県から未記録，あるいは東北地方全体でも非常に限られた場所のみから記録されてい

る高山性の種がある程度まとまって採集された．ヒメクロオサムシ東北地方亜種，ツノグロモンシデムシ，イ
イデマルトゲムシ，シナノマルトゲムシ，ミヤマコガネヒラタコメツキ，カクムネクロヒメジョウカイ，キベ
リクビボソジョウカイ，クロアオカミキリモドキ，トホシハナカミキリ，アダチアナアキゾウムシ，クロアナ
アキゾウムシ等がそれに該当する．

ヒメクロオサムシ東北地方亜種は，2013～2016年の福島県レッドリスト見直し調査全体を通して，本稿で報
告する１♀と，吾妻山系での１個体しか確認されていない(塘, 2017)．飯豊山地では3)でも取り上げたとおり，
門内岳東の強風砂礫地(ギルダ原)で２個体，草履塚頂上のハイマツ群落内で１個体，飯豊本山からダイグラ尾
根に下ってすぐの高山荒原で１個体の生息が確認された．なお，飯豊山地北西の新潟県側では馬場金太郎博士
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が1977年にトラップ調査をしており(東日本オサムシ研究会,1989)，1849m～1885m間で３頭(トラップ数40個)，
1885m～1900m間で38頭(同50個)を捕獲している(1560m～1849m間は捕獲できず)．当時より半世紀近い時を
経た現在も，そのような多産する環境が存続しているのか興味深い．

高山帯特産ゴミムシについては，1)で紹介した４種(うち３種が高山性種)のほかに，チビゴミムシの一種，
ヒメヒラタゴミムシの一種が未記載種であること，ツヤヒラタゴミムシの一種もその可能性があることが判明
し，箱庭的で多様な生態系を飯豊山地高山帯が現在でも保有しているといえる．

カクムネクロヒメジョウカイは早池峰山に次ぐ東北地方２地点目の記録ではないかと思われる．イイデマル
トゲムシは今回の調査で発見された新種で，飯豊山地から1977年以来の記録となるシナノマルトゲムシ（1977
年にはダイセツマルトゲムシとして記録されているが同種と考えられる)同様，越年性雪田脇の同様な環境で得
られた．形態や生息地の面で近似のレリックと考えられる２種が狭い範囲で生き残っていたことは特筆される．
コメツキムシについては，本州では高山帯に生息するミヤマコガネヒラタコメツキとコガネコメツキが見られ
ることは環境的に順当であろう．しかし本州では鳥海山と月山にのみ分布するアラコガネコメツキは，生息に
適した雪潤草原や雪田群落地(尾崎ほか, 2006)が豊富にあるにもかかわらず，発見されていない．チビヒサゴ
コメツキが発見されていないことともあわせて，飯豊山地の高山帯の生態的な容量の一つの限界を示唆するこ
とかもしれない．環境許容量の問題でなく，氷期の種毎の分布拡大速度の違いが原因で，飯豊山地まで南下で
きなかった可能性もある．斎藤により御西小屋脇の残雪窪地で発見されたミズギワコメツキの一種は，逆に飯
豊山地の豊富な雪田が生息を支えてきたと考えられよう．カミキリムシでは，稜線に生息している種はトホシ
ハナカミキリとアカガネカミキリの２種である．後者は矮性低木群落に依存していると考えられる．一方トホ
シハナカミキリは日本産カミキリムシの中で唯一の真高山性種であり，幼虫は高山植物の根を食べて成長する
と考えられている．トホシハナカミキリ本州亜種は早池峰山，羽後朝日岳，鳥海山，飯豊山，会津駒ヶ岳・大
杉岳と中部山岳地帯にのみ分布している（平山, 2018)．今回の調査では草月平や御西～大日岳間で，ハクサン
フウロやチングルマ，セリ科植物に訪花したものが観察された．アダチアナアキゾウムシは中部山岳地帯以外
で初めての記録ではないかと思われる．

注意すべきことは，これらの種が採集された地点のほとんどが，切合小屋より高い，概ね標高1900m以上の
範囲に限られていることである．この範囲は風衝地群落，ハイマツ群落，高茎草原群落，雪田群落，雪田荒原
が雪解け傾度に応じて配置され，地形によって強風砂礫地，高層湿原群落，チシマザサ草原となる多様な高山
環境が出現する範囲とほぼ一致し，その面積は約５km2に過ぎない．飯豊山地の高山帯の中でも最高所に位置
する極めて狭い範囲が，高山性種の最後の避難所となっていると思われる．前記したような夏季の異常な高温
が恒常化する中，今後のレッドリスト見直し調査においてこれらの種が再度確認されるか否かが，地球規模の
気候変化をモニタリングするための重要な指標の一つとなるのではないかと考える．

なお飯豊山地の特に山形県域のブナ帯の昆虫相については，今回の調査とは別に，草刈によるものを含む既
往の研究によって多くのデータが集積されている．気候変化等による動植物相の変化が指摘される今日，新潟
県・福島県を含めた高山帯からブナ帯までの全昆虫のデータをまとめた総合的な報告書を早期に作成すること
が望まれる．

7.おわりに

筆者の一人草刈は，飯豊山地の自然，とりわけ越年性の雪渓や残雪窪地などの寒冷地形が特異な昆虫相を育
んでいるのではないかとの作業仮説をもって飯豊山地の昆虫類を調べたいと考えて，ゴミムシ類を森田誠司先
生に，その他の甲虫を秋田の尾崎俊寛博士に，ハエ目などは大阪の春沢圭太郎氏に標本を委ねた．しかし調査
は進展しないまま時が経過し，本誌にハエ目などを報告した(草刈,2019)が，甲虫のまとめは諦めかけていた．

御西小屋で小屋番をしていた私のところに遊びにきたのが著者の一人斎藤氏だった．歳も同じで飯豊の甲虫
を一緒にまとめようと意気投合し，その後も御西小屋に来てレッドリスト調査を兼ねたサンプリングを行った．
ある日小屋番に入るため稜線を歩いていると，ネットを持つ日焼け顔の方が近づいてきた．著者の一人でやは
り同世代の芳賀さんだった．共著でまとめようと完成度の高いリストが草刈に届いたのは１年以上前であった．
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これで，停滞していた飯豊山地の甲虫類をまとめられると考え，草刈がその後も送り続けていた多数のゴミム
シ類について森田先生に大変な労力とお時間をさいて同定していただいた．尾崎博士にもたいへんお手間をお
かけした．そして著者ら全体では次の先生方に同定でお世話になった．

久松定智博士(人間環境大学)，伊藤建夫氏(八幡市)，北野峻伸氏(静岡市)，森田誠司氏(東京都)，直海俊一郎
博士(九州大学)，野村周平博士(国立科学博物館)，尾崎俊寛博士(大館市)，斎藤修司氏(福島市)，島田 孝氏(静
岡市)，鈴木 亙博士(東京都)，高橋和弘博士(平塚市)，滝沢春雄博士(蓮田市)，吉富博之博士(愛媛大学)

また，トビムシ調査用の土壌試料から甲虫を回収してくださった須摩靖彦氏(札幌市)，文献の入手に便宜を
図ってくださった田村克徳氏(いわき市)，御西小屋，梅花皮小屋の外気温図を作成してくださった井上邦彦氏
(小国山岳会長)，山形県の第２次レッドリスト調査の関係者各位，ふくしまレッドリスト見直し調査の調査計
画と許可申請の段階から報告までを企画された福島県生活環境部自然保護課の関係各位と福島大学共生システ
ム理工学類の塘 忠顕教授にも心からお礼申しあげる．

今回の一連の調査で，イイデマルトゲムシが固有種として記録され，ゴミムシ類で複数の固有の新種，コメ
ツキムシでも新タクサと考えられる種類が発見されるなど，飯豊山地の自然の多様性と奥深さをあらためて感
じている．
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生態写真 1-34 (草刈撮影)

1 マイマイカブリ幼虫
(福島県草月平，20.IX.2017)

2 アオカタビロオサムシ
(山形県梶川尾根，26.V.2019)

3 イイデナガチビゴミムシ
(山形県滝ノ沢，12.VI.2008)

4 Pterostichus sp.
オオズナガゴミムシの1種
(山形県門内沢，20.VII.2008)

5 ホソヒラタシデムシ
(新潟県大石山，3.VIII.2010)

6 ビロウドヒラタシデムシと
ヒロオビモンシデムシ

(福島県草月平，19.VIII.2019)

7 ミヤマツチハンミョウ
(福島県草履塚東，8.VI.2020)

8 オオスジコガネ
(新潟県おういんの尾根，

3.VIII.2017)

9 オオトラフコガネ
(山形県梶川尾根，27.VII.2017)

10 イイデマルトゲムシ
(福島県飯豊本山～草月平，

22.VII.2016)
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11 ルイスナカボソタマムシ
(山形県大嵓尾根，18.VII.2020)

12 クロツヤハダコメツキ
(新潟県大石山東，3.VIII.2010)

13 ミヤマフトヒラタコメツキ
(山形県梅花皮沢12.VI.2008)

14 イイデミヤマヒサゴコメツキ
(山形県丸森尾根20.VII.2008)

15 アオカメノコハムシ
(山形県門内沢，20.VII.2008)

16 ファウストハマキョッキリ
(山形県門内沢，20.VII.2008)

17 ゾウムシの一種
(山形県門内沢，20.VII.2008)

18 タマゴゾウムシ
(山形県梅花皮沢12.VI.2008)
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19 クロカタビロオサムシ
(山形県大嵓尾根，

25.VII.2022)

20 ヒメクロオサムシ
(山形県大嵓尾根，

25.VII.2022)

21 クロオサムシ
(山形県梶川尾根，7.VI.2022)

22 マイマイカブリ
(福島県草月平，27.IX.2022)

23 ヒメオオクワガタ
(山形県梶川尾根，7.VII.2022)

24 ヒメオオクワガタ
(山形県本山小屋付近，

14.VII.2022)

25 ヒメオオクワガタ
(山形県烏帽子岳東，

2.VIII.2022)

26 ヒメオオクワガタ
(写真25の矢印の拡大)
(山形県烏帽子岳東，

2.VIII.2022)
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27 コガネコメツキ
(山形県大嵓尾根，

27.VII.2022)

28 ヒメキマワリ
(新潟県大日岳東，

22.VIII.2022)

29 トホシハナカミキリ
(福島県草月平，24.VII.2022)

30 ヤツボシハナカミキリ
(新潟県御西小屋前，

27.VII.2022)

31 クロコバンゾウムシ
(山形-新潟県境門内小屋周辺,

8.VII.2022)

32 ミヤマハンミョウ
(山形県門内岳，15.IX.2022)

33 ヒロオビモンシデムシ
ツノグロモンシデムシ

(福島県草月平，2.IX.2022)

34 ホンドアカガネカミキリ
(福島県飯豊本山，2.IX.2022)
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別表 2014～2015年に飯豊山地で採集された甲虫の目録

以下省略

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

《発刊に寄せて》
このたび，福島昆虫ファウナ調査グループの会誌「InsecTOHOKU」５冊目の特別号として「飯豊山地の甲

虫相」を刊行することができました．この山塊の中核部まではアプローチがとても長く，東北地方の山々の中
でも指折りのものだと思われます．また，本文中でも触れられているように，国立公園の特別保護地区に指定
されているため，許可なしでは自由に昆虫の調査ができないという事情もあり，飯豊山地の昆虫については長
い間あまり知られていませんでした．

今回，山形・福島両県のレッドデータブックの改訂という機会を得たことを最大限に生かしてこのような調
査とまとめがなされたことはとても意義深いことです．編集をしている私は草刈さんや芳賀さんとの長いお付
き合いがあり，お二人が高山帯の自然に真摯に向き合い続けてこられたことを知っているだけでなく，尊敬で
きる虫友として今回のお手伝いをさせていただいたのを幸せに感じています．また，斎藤昌弘さんとは少し前
に一度お会いしたことがあるだけでしたが，思いがけずこのまとめの中で再会できました．数々の新種の記載
をされている専門家としてこの調査に加わっていただけたこともありがたく思います．

私は，2000年の８月に福島県として初めてのレッドリスト作成にかかわり，飯豊山の切合小屋周辺で灯火を
用いた蛾類の調査をさせていただいたことがありました．そのときは登山前から高熱を出してしまい，日中は
山小屋で寝て休むなど，甲虫については不本意な調査に終始した無念さを皆さんに晴らしていただけたような
感慨を持ちました．このまとめはきっと将来への大きな礎になると思います．お疲れさまでした．(ロド)
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